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地域・在宅看護論Ⅱ 動画配信授業視聴課題【要提出】   

学籍番号（        ）  学生氏名（              ） 

動画配信授業を視聴し、課題に取り組んでください。（黒ボールペン書き） 

Ⅰ地域・在宅看護を必要とする対象者を６つ書きなさい。 

①（                         ） ② （                        ） 

③（ 慢性疾患のある人            ） ④ （老 衰状態にある人           ） 

⑤（  リハビリテーション に ある人   ） ⑥ （ 終末期にある人            ） 

Ⅱ授業資料４ページから６ページを参照し、暮らしと健康の関係を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ次の文章①～㉕の(空欄)に適切な言葉を書きなさい。 

1.介護保険の保険者は①(  市   町村)及び②(  特   別区)である。 

2.介護保険の③( 被保険者)は④( 40)歳以上で、さらに⑤(   )歳以上の⑥(第 1 号)

被保険者と⑦(4  ～ 64)歳の医療保険加入者の⑧(第 2号)被保険者に分けられる。 

3.介護保険は、被保険者の⑨( 要 介護)状態または⑩(要  支援)状態に対して保険給

付されるものであり、保険給付には⑪(介   護)給付と⑫(予   防)給付がある。 

4.改正介護保険法によって、主に要介護状態になるのを防ぐ⑬(介護予防サービス事業)

を中心に行う⑭(地域支援事    業)が創設された。 

5.介護予防サービス計画を策定し、地域支援事業を効率的に包括的に実施するために、

⑮(地域包括支援セン   ター)が創設された。 

6.介護給付には、⑯(施  設)サービスと⑰(居宅  )サービス、⑱(地域密着型サービス)

があるが、予防給付には施設サービスはない。 

7.⑲（地域アセス   メ ント）は、生活や地域が、健康にどのような影響をもたら

しているかを明らかにすることである。 

8.⑳（自 ）助とは「自分のことは自分でする」、㉑（ 互）助は「地域などの自発的な

相互の支え合い」、㉒（公 ）助は「福祉のような税金による支え合い」である。 

9.㉓（一次  ）予防は健康な生活習慣により疾病の発症要因を除去すること。 

㉔（二 次 ）予防は健康診査などにより早期発見・治療すること。 

㉕（三次  ）予防は疾病管理により、悪化や合併症の発生を防ぐこと。                  
以 上    

※課題の返却はないのでコピーを保管しましょう。        

 

 

 

 

 

 

 


